
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     第２４２０回 ２０１６年 1 月 27 日（水）12:30～13:30 大政 坊ホール      No.27 

 

      
卓話『私の職業奉仕』 森原 豊 会員、宮野 孝雄 会員 

 【会長挨拶】 横倉 利夫 会長 
	 	 

 先日、第二回会長・幹事会に行ってきました。 
 2005 年第 2700 地区ガバナー広畑富雄さんの講演がありました。 
「ロータリーの心と原点」基本に返ろうの著書を書かれた方です。 
職業奉仕は以前、職業サービスでした・・3 代ガバナーまでサービスと言われてい
たそうです。2代目ガバナー「人の為に役立つと言う事、人の為になる事行為」 
 奉仕は、無料でというイメージが有る。我々はプロフェッショナルとして、近江
商人の｢三方よしの商法・・売り手よし、買い手よし、世間よし（世間の役に立つ）
三方がお互いに喜んで初めて世の中が回る。我々の奉仕活動も奉仕だけでは事業が
回らない・・お互いの事業が成り立って奉仕が出来る。 
 シェルダンのサービスと幸福の三角形 
 思いやり（愛）が有って、お金が回って、お互いの心の満足が得られて・・三角
の中心の幸福がある（その幸福はサービスの基本である） 
 ロータリーのモットー・・天職を通じたサービス 
  天職は天から与えられた世に役立つ有益な仕事 
  サービスは人の役に立ち、人の為になる行為 
 米山梅吉さんは奉仕とは言わなかった・・サービスである。 
  四大サービス 
   クラブサービス／職業向上サービス／社会サービス／国際サービス 
そして職業サービスは 	  

① 最もサービスを行う者、最も報われる。 
② 四つのテストはビジネスの繁栄に結びついていた 

これは、当初ロータリーが始まったころビジネスの成功、発展につなが

ると考え賛成された。	  
   最後に職業サービスは誰でもできる 
  ９万人のロータリアンがこれを心掛ければ日本はずっと良い国になる。 

	 

≪例会プログラム≫ 
	 

【司会】 
 小峯 敏夫 
 例会向上委員長 
	 

【開会点鐘】 
	 横倉 利夫 会長 
	 

【ロータリーソング】 
	 ソングリーダー 
 北村 淳 君 
『それでこそ 
 ロータリー』 
	 

【ビジター・ゲスト紹介】 
	 なし 
	 

【ニコニコ報告】 
福田 多恵子 委員 
	 

【出席報告】 
	 松浦 信平 委員 
	 

【委員会報告】 
	 ロータリー財団・米山奨学委員会	 
	 青少年奉仕委員会 
	 地区大会実行委員会 
	 ロータリー用語について	 

	 	 	 	 〜飯作	 金彦	 会員	 

	 

	 

	 

	 

	 

【卓話】 
	 森原 豊 会員 
	 宮野 孝雄 会員 
 

	 

【幹事報告】 西山 尚之 幹事 
	 

・	 青少年交換留学生“相原汐花”さんの留学レポート 
 留学生月次報告書を回覧します。 

・1月28日2月3日は事務局が高幡不動尊お手伝いのためお休みとなります。 
・後期の会費納入ありがとうございます。会員証と領収書は次回お渡しします。 
・城南ロータリークラブから幹事交代の連絡がありました。 
・立川こぶしロータリークラブからメールアドレス変更のお知らせがありました。 
 

  

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

	 

	 

【ロータリー財団・米山奨学委員会】  
 小倉 裕美 委員長 
 
	 米山功労者：土方邦人会員に 
地区から表彰状が来ております。 
	 ポールハリスフェロー：疋田 
会員に地区から表彰状が来てお 
ります。 
	 

	 

【卓話：私の職業奉仕】 森原 豊 会員 
	 

 私の会社の仕事は高圧ガス関係の充填と消費者の保安ということで設備の点検や工事をしておりま 
す。保安ということの中で、日常の仕事以外に、災害時の復旧において設備が使用できるかどうかの 
検査の仕事があります。最初にありました仕事は、大島の噴火によって全島避難がありまして、住民 
が帰還する時に家の設備がガス漏れしていないかの検査を、都からの要請がありまして、何名かの社員と共に行きまし
た。その次にありましたのは阪神淡路の震災です。その次は三宅島の噴火がありまして、全島民の家の設備の点検を行
いました。直近ですと 3.11 の震災で、このときは設備の点検というよりも配管の工事を新たにするのが主な仕事にな
りました。 
 仕事の関係上、災害時の復旧の時に出動要請があって行くということで、私自身は職業奉仕という意識はなかったの
ですが、自分の仕事を通じて社会に貢献できるということは何かと考えた時に、日々事故のないようなかたちで仕事を
してゆくことが結果において社会奉仕になるのかなと思っております。 
 
 
  
 
 

	 

	 

【青少年奉仕委員会】 土方 淳 委員長 
 
 1 月 23 日のブリティッシュヒルズ中 

学生国内留学報告会に多くの会員の皆様 

ご出席いただきまして、ありがとうござ 

いました。無事に終了することが出来ま 

した。当日欠席された会員の方は当日の資料がありますの

でお持ち帰りください。 
	 

	 

【地区大会実行委員会】 藤林 良昭 副委員長 
 
いよいよ来月の 2月 23 日、24 日に地区大会がございます。24 日の本大会に日野クラブから SAA 
として少なくとも 10 名の方にお手伝いしていただきたいと思っています。当日朝 7:30 にホテルに 
集合です。ぜひよろしくお願い致します。 
 

	 

	 

【卓話：私の職業奉仕】 宮野 孝雄 会員 
	 

 私はロータリークラブに入会して 2年が経過したところです。ロータリーの職業奉仕はまだまだ 
良く分かりませんが、自分の司法書士としての立場から職業奉仕について述べたいと思います。 
 私は今から 15 年前に脱サラで司法書士を始めました。司法書士は登記の申請をやっていますが、 
だいたい 1 日 1 件ペースで、365 日×15 年で 5,000 件位申請書を出しました。それと都の中小企業振興公社で毎週金
曜日に相談を受けています。1 回 2 件×50 週×10 年で 1,000 件位の相談を受けました。中小企業の方のいろいろな悩
みやトラブルを聞きました。 
 司法書士という職種について、今から 10 年程前は昔の町役場の職員のようなイメージでした。最近は映画やドラマ、
ニュースなどで司法書士という言葉を聞いたりするようになりました。この変化は、司法書士の業務範囲が登記業務だ
けでなく、成年後見業務や簡易裁判所での訴訟代理業務へ関わることとなったことが大きな要因だと思います。 
 司法書士と弁護士の違いは、弁護士は事件解決型なので、どう解決してゆこうかと考えますが、司法書士はよく話を
聞いて、聞いてもらうことによってホッとする、そうゆうイメージです。例えで言うと、争いが生じ、話し合いが困難
な、外科的手術が必要な場合は弁護士の扱い、争いも少なく、話し合いが可能な、内科的治療が適している場合は司法
書士となります。 
 このような市民の方の内科的治療としてお役に立てることも司法書士の使命だと考えております。仕事で関わること
になった人には少しでも是正することができればと思っています。 
 
 
  
 

 

 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

【ニコニコ報告】 福田 多恵子 委員 
	 	 	 本日のニコニコ：   8,000円／累計 579,900円 
      ビジターフィー：         0 円／累計   8,000円 
	 	 

 横倉 利夫 君  Philippine にて 16 ミリオンの仕事を受注しました。                          
 西山 尚之 君  地区大会、50 周年、国際大会と行事（ビッグイベント）が目白押しです。頑張ります。                          
 山口 徹雄 君  本日、例会早退、夜のクラブ協議会も欠席で申し訳ございません。テニス錦織、残念でしたが、 
          サッカー男子五輪予選は劇的勝利でした！                          
 福田 多恵子 君 宮野さん、森原さんの卓話楽しみです。よろしくお願いします。 
 
【出席報告】 松浦 信平 委員 

	 

<事前のMU> 
 井村 廣巳(八王子南 RC) 
 安島 志郎(日野受付) 
 野村 圭伊(理事会) 
<先週のMU> 

 藤林 良昭(地区大会実行委員会) 
 小宮 延雄(会員増強特別委員会)  土方 邦人(会員増強特別委員会)  森原 豊(地区会員委員会) 
 

 

 
 

 会員総数 
(出席免除数) 

出席総数 
(免除者出席数) 

MU 欠席 出席率 

本日報告 39 ( 5) 28 ( 5) (事前)3 8 79.49% 

前回訂正 39 ( 5) 17 ( 2) (5)+4 10 72.22% 

前々回訂正 39 ( 5) 27 ( 2) (1)+3+0 8 79.49% 

 

 
 新年あけましておめでとうございます。皆さま、お元気ですか。こちらは夏の暑さがまだ続いていますが、だいぶ涼
しくなり、過ごしやすくなりました。 
 さて、ブラジルでのお正月はホストファミリーと私が住んでいるパラナ州の隣のサンタカタリーナ州にある、カンブ
リウというビーチで過ごしました。そこにはホストファミリーの別荘があり、大勢の家族とその友達とで新年の瞬間を
迎えました。ブラジルは大晦日には全員真っ白の服を着て、新年を迎えます。それには、新しい一年、という意味が込
められているそうです。そして大晦日の夜にはとても大きなパーティーに行き、新年が始まる瞬間には沢山の美しい花
火があがりました。日本とはやはり全然違くて、面白かったです。 
 そして、今月の２日から、２月の１日まで３１日間、ブラジルの北東へトリップに行きました。そして北東まで行く
途中に現在の首都であるブラジリアと、昔首都であったリオデジャネイロなど、１１個の町を観光しました。ですが残
念なことに、このトリップに参加する予定だったフランス人の友達が２人、トリップの前日に強制帰国が決まり、一緒
にいくことができなくて、私もとても悲しかったし、多くのインバウンズが涙を流しながら初日を迎えました。やはり、
留学させてもらっているんだという感謝の気持ちは常に忘れてはいけないし、より一層ルールを守らなければいけない
と思いました。 
 まず私がとても衝撃を受けたのが、レンソイスという町でした。そこは私が住んでいるクリチバとは見た目から全然
違く、とても貧しい町でした。ブラジル人でもほとんどの人が知らない本当に小さな町です。そこには、下水をきれい
にするところがなく、下水はそのまま川にながれてしまっていました。また、男の人はほとんど全員が裸足に上裸で歩
いていて、シャワーがない家も多く、外にある公共のシャワーでシャワーを浴びている人もいました。そこはもう、ク
リチバとは違う国のようでした。そして、自分はブラジルのことをまだまだ全然知らないということに気づき、その時
すでにこのトリップに参加してよかったと思いました。もちろんその町の川は下水であわだらけで、ここで泳いでいい、
とはいわれたものの、私は最初飛び込む勇気がありませんでした。ですが、留学生の友達「このトリップで得られる経
験はきっと人生で一度きりだよ。」と言われて、勇気を出して飛び込むと、本当に気持ちよくて本当に楽しかったです。
ですが、泳いだときにそこの水を少し飲んでしまい、お腹を少し壊しましたが、日本から持ってきた正露丸ですぐにな
おりました。 

 

 

        青少年交換  2015-16 年度派遣生：相原汐花  派遣国：ブラジル連邦共和国 
	 

 

  



 

 

東京日野ロータリークラブ会報 
 事務局：〒191-0042 東京都日野市程久保3-37-3 
      ℡：042-594-3711 fax：042-593-0510 
 例 会：毎週水曜日（12:30より） 例会場：高幡不動尊客殿 
 ＵＲＬ：http://www.hino-rotary.org 
 メール：info@hino-rotary.org 
 

会長：横倉 利夫    幹事：西山 尚之 
会報委員会：北村 淳(委員長) 
      福田 多恵子  奥野 誠也 
      熊井 治孝   小林 雄太 
      森原 豊    山口 徹雄 
      成田 恭隆   遠藤 力 

 
 次にとても自然の美しさに衝撃を受けた町が、ジェリコアコアラという町です。この町は広い道路がないどころか場
所によっては道路がなく、沼などにｔっているので、ホテルから車で一時間離れた場所からバスを降りて、特別な車に
乗って、ホテルまで行きました。そして次の日、一日バギーに乗ってその町を観光しました。そこには見たこともない
壮大な砂漠が広がっていて、時には地平線がくっきりとみえる本当に美しい海が見えて、壮大な自然の美しさに言葉を
失いました。その町はもちろん水道水は飲めないし、東京のようなビルもありませんが、こんな町もすごく素敵だと思
いました。 

 
また、ヘシフィという町にいったときに私たちだけのミニカーニバルに参加しました。初めてのカーニバルでは、ま

ず音の大きさに驚きました。そして、兵隊のような格好をしてトランペットなどを演奏している人が沢山いて、その人
たちの後ろについて沢山走って、沢山踊りました。日本では絶対に見られない光景でとても興味深かったです。また、
そこで、川崎出身の隣の地区からのロータリーの日本人留学生に会うことができました。１０分ぐらいしか、はなすこ
とができなかったのですが、お互いトリップの中ではたった一人の日本人で、日本人ならではの話ができて、嬉しかっ
たです。 

最後にやはり印象に残った町はリオデジャネイロです。リオデジャネイロには、地下
鉄もビルもちゃんとしたホテルも沢山あり、人も大勢いて、東京を少し感じさせる町で
した。ですが、道にはごみが沢山転がっていて、あまりきれいではありませんでした。
そこでは、一人現地のガイドさんが３日間町を案内してくれたのですが、ネックレスを
つけていると、「お金があると思われるから、外してください。」といわれたことには衝
撃を受けました。やはり多くの人がいるからこそ、安全な町ではないのだと思いました。
ですが、念願だった、キリスト像に行くことができ、リオの町を高くから眺めるととて
も美しく、感動しました。また現地には多くの日本人が、オリンピック関係の仕事で来
ていました。 

このトリップで、インバウンズとの仲を一段と深めることができ、やはり彼らは私の留学生活に欠かせない大切な
存在だと改めて感じました。また特にこのトリップでアメリカ人の女の子と仲良くなったのですが、彼女に「汐花の英
語は初めて会ったときと比べるとものすごく成長したよ。今はアジアから来たインバウンズの中で一番喋れているよ。
汐花は日本に帰ったらブラジルでポルトガル語と英語を勉強してきたんだと、自信をもって言えるよ。」と言ってもら
い、正直初めのころから、英語がしゃべれなく、インバウンズとのコミュニケーションに苦労することはとても多かっ
たので、この言葉にとても喜びと自分の成長を感じました。 
さて、私の留学生活の半分がもう過ぎてしまいました。気が早いですが、ブラジルの友達に、「帰らないで、ブラジ

ルに住んでー。」と言ってもらい、私もまだ想像がつきませんが、この大好きな人たちと、この町とあと半年でお別れ
なのかと思い、今まで以上に一日一日の重さを感じ、大切にしていこうとおもいました。また、やはりまだまだポルト
ガル語の勉強はしなくてはいけないし、ブラジル人についてももっと学んでいきたいとおもいます。私の中で半年とい
うのは言語や人間関係の一つの区切りだったので、二月からはまた新学期もはじまりますし、新たな気持ちでまた頑張
り、多くのことを吸収していきたいとおもいます。 
また、こちらでは新たな病気、ジガ熱が流行しています。クリチバに感染者はまだ出ていませんが２月はカーニバ

ルもあるので、虫よけを常備したいと思います。 
 

 


